
事前申込制（電話予約）・定員20名さま

感染対策を講じて開催しますので、
参加ご希望者は、
必ず事前に
お電話でご予約
ください。

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口
40

マルエツ
東柏ヶ谷

相模大塚

相鉄線

246

会場周辺の地図→

さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷６ｰ20ｰ20

お問合せ・ご予約

　食道、胃、十二指腸、胆管において、比較
的多く発症する疾患を紹介します。さらに、
病態に対する上部内視鏡（いわゆる「胃カ
メラ」）を用いた検査と、その治療内容につ
いて、実際の症例を画像で示しながら説明
いたします。

ご存知ですか？ 胃カメラで分かる病気と治療

会場：さがみ野中央病院 １階リハビリテーション室

参加無料参加無料
医学講座

11月24日（水）14：00から日 時

講 師
さがみ野中央病院 診療部長
            　　消化器内科  　反町 仁一 医師

オンライン受信の方法のご確認を！

インターネットに接続して
動画で視聴する講座です。

　事前に当院ホームページで
　視聴方法等の確認を
　お願いいたします。

お問合せ
大和成和病院 総務課
☎046-278-3855（直通）
神奈川県大和市南林間９ｰ８ｰ２

　言うまでもなく、心臓は大事な臓器です。
当院で心臓手術を多数担当している心臓
血管外科・関医師が、心臓のしくみと構造
を解説し、心臓病の中の「心臓弁膜症」の
種類や症状、治療のタイミングについて、丁
寧に説明いたします。

胸が苦しいなと思ったら。～大動脈弁治療の最前線～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

11月25日（木）13：00から日 時

講 師
大和成和病院
           心臓血管外科 　関 宏  医師

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
は
、
腰
痛
に
対
し
、
医
師

の
問
診
の
ほ
か
、
画
像
検
査
な
ど
、
多
角
度
か
ら
診

察
を
行
な
い
、
適
切
な
治
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

折
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
泌
尿
器
系
や
婦
人
科

系
の
病
気
、血
管
（
動
脈
瘤
な
ど
）

に
由
来
す
る
腰
痛
も
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
で
骨
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
脊
髄
を

　

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
に
あ
る

「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
で
、
画

像
検
査
撮
影
な
ど
を
担
当
し
て
い

る
診
療
放
射
線
技
師
の
望
月
紀
広

さ
ん
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
腰
痛
で
病
院
へ
行
く
と
、
ま

ず
『
Ｘ
線
撮
影
』
の
検
査
を
受
け

る
と
思
い
ま
す
。
医
師
は
そ
の
画

像
を
確
認
し
、
臨
床
症
状
な
ど
と

合
わ
せ
て
治
療
を
開
始
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
痛
み
が

治
ま
ら
ず
、
Ｘ
線
撮
影
で
は
原
因

が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
り
、
痛

み
が
長
引
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
さ
が
み
野
中
央
病
院

　

腰
痛
の
原
因
に
は
、
整
形
外
科

疾
患
で
あ
る「
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」

や
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
「
圧
迫
骨

折
」
の
ほ
か
、
筋
肉
の
疲
労
、
筋

力
の
低
下
、肥
満
に
よ
る
も
の
や
、

運
動
不
足
か
ら
生
じ
る
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
多
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
内
臓
の
病
気
に
よ
る

腰
痛
も
あ
り
ま
す
。
腹
部
動
脈
瘤

や
尿
路
結
石
、
子
宮
内
膜
症
、
卵

巣
嚢
腫
、
胃
潰
瘍
、
膵
臓
や
腎
臓

の
病
気
で
も
、
腰
は
痛
み
ま
す
。

で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
の
追
加
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
単
純
Ｘ
線
撮

影
で
は
わ
か
ら
な
い
骨
折
や
、
骨

の
変
形
、
病
変
な
ど
が
判
明
す
る

こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

　

Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
、
背
骨
の
変
形

や
骨
折
な
ど
を
形
態
的
に
詳
し
く

診
断
で
き
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は
、

脊
髄
の
疾
患
や
炎
症
性
変
化
、
骨

挫
傷
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。
当

院
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
検
査
が
で

き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

　

こ
の
脊
椎
に
は
、
多
く
の
神
経

（
脊
髄
な
ど
）
が
通
り
、
圧
迫
骨

折
を
起
こ
す
と
、
神
経
の
動
き
に

支
障
が
出
て
、「
寝
た
き
り
」
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。動

脈
瘤
や
尿
路
結
石
の
痛
み

　
「
腰
痛
」
は
、
二
足
歩
行
で
あ

る
人
間
の
宿
命
で
あ
り
、
多
く
の

人
が
抱
え
る
悩
み
の
種
で
す
。
背

骨
は
、
頭
や
胴
体
な
ど
の
上
半
身

全
て
の
重
力
を
支
え
て
お
り
、
体

を
動
か
し
た
り
、
重
い
物
を
持
っ

て
負
荷
を
加
え
続
け
る
と
、
耐
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
“
悲
鳴
”
を
あ

げ
、
痛
み
と
し
て
出
ま
す
。

　

背
骨
が
影
響
し
て
い
る
も
の
に

は
、「
慢
性
筋
肉
性
腰
痛
症
」「
ぎ
っ

く
り
腰
」「
変
形
性
脊
椎
症
」「
骨

　

腰
の
痛
み
は
、
重
大
な
病
気
の

「
サ
イ
ン
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

腰
の
あ
た
り
の
骨
（
腰
椎
）
は
、

首
（
頸
椎
）
か
ら
胸
（
胸
椎
）、

お
尻
（
仙
骨
な
ど
）
に
か
け
て
骨

が
並
ん
で
い
る
「
脊
椎
」
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
臓
疾
患
の
サ
イ
ン
は「
腰
」に
も
出
る

さ
が
み
野
中
央
病
院

腰
痛
の
原
因
を
詳
細
検
査
で
徹
底
把
握

〈
取
材
協
力
〉

腰椎（MRI 画像）

脊椎（CT画像）

さがみ野中央病院
☎046-233-5110

さがみ野駅から徒歩５分、相模大塚駅から徒歩８分
ACCESS

　
　
　 

大
和
成
和
病
院 

心
臓
血
管
外
科

心
筋
梗
塞
の
予
後
は
専
門
治
療
が
左
右
す
る

心
筋
梗
塞
の
発
症
後

心
臓
の
構
造
が
壊
れ
る
合
併
症
リ
ス
ク

治
療
は
専
門
医
療
が
必
須

　

強
烈
な
胸
痛
が
起
こ
る
「
心
筋
梗
塞
」。
こ
れ
に
よ
る
生
命
の
危
機
を
乗
り
越

え
た
と
し
て
も
、
合
併
症
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
心
筋
梗
塞
後
の
機
械
的
合
併

症
の「
左
室
破
裂
」「
心
室
中
隔
穿
孔
」「
急
性
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

急
激
な
胸
の
痛
み
を
起
こ
す
心
臓
の
病
気
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
に
つ
い
て
、
心

臓
手
術
を
多
数
行
な
っ
て
い
る
「
大
和
成
和
病
院
」
の
心
臓
血
管
外
科
主
任
部
長
・

田
畑
美
弥
子
医
師
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
材
協
力

■
左
室
破
裂

　

壊
死
し
た
心
筋
の
心
室
壁
の
一

部
が
裂
け
て
出
血
す
る
「
左
心
室

の
自
由
壁
破
裂
」
は
、
急
性
心
筋

梗
塞
の
お
よ
そ
３
～
10
％
に
生
じ

　
─
─
─
急
性
心
筋
梗
塞
で
強
烈

な
胸
の
痛
み
が
出
る
の
は
な
ぜ
で

す
か
？

　
（
田
畑
医
師
）「
急
性
心
筋
梗
塞

は
、
心
臓
の
筋
肉
（
心
筋
）
に
血

液
を
供
給
す
る
血
管
で
あ
る
『
冠

動
脈
』
の
中
に
、血
の
塊
（
血
栓
）

が
で
き
て
血
管
が
閉
塞
し
ま
す
。

血
流
が
途
絶
え
、
心
筋
が
壊
死
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
程
度
に

よ
っ
て
、〈blow-out

型
／
大
出

血
〉
と
、〈woozing

型
／
じ
わ

じ
わ
出
血
〉
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

治
療
は
、
開
胸
し
て
出
血
部
位

の
圧
迫
止
血
が
行
な
わ
れ
ま
す

る
の
で
、
胸
が
痛
み
ま
す
」

　
─
─
─
急
性
心
筋
梗
塞
の
原
因

は
、
何
で
す
か
？

　
「
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
冠
動
脈
内
の
粥
腫
（
プ
ラ
ー

ク
）
が
、
あ
る
時
、
突
然
、
破
綻

し
て
血
栓
が
生
じ
る
こ
と
が
原
因

と
な
っ
て
、
急
性
心
筋
梗
塞
は
発

症
し
ま
す
」

　
─
─
─
「
狭
心
症
」
が
進
行
し

た
も
の
が
、「
心
筋
梗
塞
」
で
は

な
い
の
で
す
か
？

　
「
急
性
心
筋
梗
塞
は
、必
ず
し
も

『
狭
心
症
』
か
ら
進
行
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
よ
そ
３
人

に
１
人
が
、
前
兆
（
狭
心
症
）
な

し
に
発
症
し
て
い
ま
す
」

　
─
─
─
急
性
心
筋
梗
塞
は
、
治

療
に
よ
っ
て
治
り
ま
す
か
？

　
「
広
範
囲
に
わ
た
る
重
症
の
急

性
心
筋
梗
塞
の
場
合
、
致
死
的
不

整
脈
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま

り
、
心
臓
の
収
縮
力
低
下
に
よ
っ

て
、
生
命
を
脅
か
す
状
態
に
な
り

ま
す
。
範
囲
が
狭
か
っ
た
と
し
て

も
、『
左
室
破
裂
』『
心
室
中
隔
穿

孔
』『
乳
頭
筋
断
裂
』
の
よ
う
に
、

心
臓
の
構
造
が
壊
れ
る
合
併
症
が

が
、
出
血
や
破
裂
の
程
度
に
よ
っ

て
は
、
人
工
心
肺
装
置
で
心
臓
を

停
止
さ
せ
て
出
血
部
を
縫
合
し
、

止
血
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
心
室
中
隔
穿
孔

　
「
心
室
中
隔
穿
孔
」
は
、
急
性

心
筋
梗
塞
の
お
よ
そ
２
％
に
出
現

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
右
心
室

と
左
心
室
の
間
の
「
中
隔
心
筋
」

が
壊
死
し
て
穴
が
開
き
、
右
心
室

と
左
心
室
の
交
通
が
で
き
て
、
重

篤
な
心
不
全
状
態
に
陥
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
早
急
な
手
術
が
必
要

で
、
人
工
心
肺
装
置
で
心
臓
を
停

生
じ
、
生
命
の
危
険
を
も
た
ら
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

幸
い
急
性
期
を
乗
り
切
っ
た
と

し
て
も
、
梗
塞
の
範
囲
が
広
け
れ

ば
、
後
遺
症
と
し
て
、
心
不
全
の

状
態
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
」

　
─
─
─
な
る
ほ
ど
。
で
は
、
急

性
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
た
時
に
、

大
事
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
「
発
症
後
の
早
期
に
血
流
を
再

開
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に

治
療
後
も
、
重
篤
な
機
械
的
合
併

症
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、（
急
性
）
心
筋
梗
塞
は
、
多

く
の
実
績
を
も
つ
当
院
の
よ
う
な

心
臓
病
専
門
の
病
院
や
医
師
に
よ

る
速
や
か
な
治
療
に
よ
っ
て
、
予

後
の
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
」。

　
─
─
─
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
大
和
成
和
病
院
〉

　
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

　
☎︎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

止
さ
せ
、
穿
孔
し
た
心
室
中
隔
に

パ
ッ
チ
を
縫
合
し
て
穴
を
閉
鎖
す

る
治
療
法
が
と
ら
れ
ま
す
。

■
急
性
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全

　

左
心
室
と
左
心
房
の
間
に
は
、

血
液
の
逆
流
を
防
止
す
る
た
め
の

「
僧
帽
弁
」
が
あ
り
ま
す
。
左
心

室
の
「
乳
頭
筋
」
に
は
僧
帽
弁
を

支
え
る
「
腱
索
」
が
付
着
し
て
い

て
、
乳
頭
筋
が
壊
死
し
て
腱
索
が

ち
ぎ
れ
る
と
、
僧
帽
弁
逆
流
が
起

こ
り
、
重
篤
な
肺
水
腫
を
生
じ
ま

す
。

　

呼
吸
不
全
が
進
行
す
る
場
合

は
、
緊
急
手
術
で
弁
を
修
復
す
る

か
、人
工
弁
に
置
換
す
る
治
療（
手

術
）
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

心
筋
梗
塞
は
、
発
症
後
に
機
械

的
合
併
症
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
重
篤
な
も
の
ば
か

り
で
す
。
専
門
病
院
や
治
療
経
験

の
あ
る
医
師
に
よ
る
速
や
か
な
医

療
が
必
要
な
病
気
で
す
。

心臓イメージ

左心房

左心室

右心室

右心房

心室中隔穿孔

左室破裂

急性僧帽弁
閉鎖不全

（急性乳頭筋断裂）

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師
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田畑ドクター
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会 

場

開
催
期
間

シニアレジデンス町田、
内部「レストラン桜」ほか

定 

員
〈先着予約順〉事前申込制
各日２組（４名）さま

予約順で希望日
、決定

毎回大人気! 実際に見学！
レストランやロビー

11月１日（月）～11月30日（火）
セミナー「失敗しない老人ホームの選び方」+ 施設見学会無料

セミナーでは、老人ホームの種類、資金計画などが学べます！見学会では、施設の関連エリアも紹介します。

リハビリ施設

「（同）リハビリテーションセンター」
病院

「ふれあい町田ホスピタル」
敷地内に介護・医療の一体化
24時間365日のサポート 全て

医療法人社団 康心会

介護老人保健施設

「ふれあいの町田」（　            ）

【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約自動更新条項あり（20年以上の長期賃貸借契約締結（済））／敷地面積：17,988.89㎡／延床面積：4,161.39㎡（鉄骨・鉄筋コン
クリート造・地下1階地上4階建）／住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）／居室設備：エアコン・キッチン・ナースコール・照明・収納・浴室（一部）・シャワーブース（一部）・洗
浄器付トイレ・洗面台など／共用施設：大浴場・個人浴室・機械浴室・ランドリールーム・ラウンジ・多目的ホール・機能訓練室・屋上庭園・和風光庭・洋風光庭・ロビー・相談室・一時介護室・
健康管理室・ヘルパーステーション・自販機コーナー・エレベーター／開設日：2008.3／募集：5室（全80室）／入居一時金：1,700万円～5,980万円／管理費：125,714円～
285,476円／食費：60,210円（1日３食30日の場合）／入居資格：65歳以上の自立または要支援・要介護／事業主体：（有）湘南ふれあいの園／広告有効期限：2021.11.30

入居者さま
募集

セミナー見学会の申込み ０120-８６-６５３４
     東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

フリーダイヤル

急ぎの入居でも「入居相談員」が迅速対応！
ショートステイも可能！！

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田

● 介護スタッフが24時間365日に
  わたって真心のサービスを提供
● 自立の方も、楽しめるイベント
  （演奏会など）を開催

● 医療依存（人工透析・胃ろう・在宅酸素・認知症）
  施設スタッフ（医師・看護師・介護士ほか）や、病院がサポート
● 病院が併設されているため、
  予防接種・定期通院・人工透析・健康診断などが便利
● 専属のケアマネジャーが一人ひとりに合ったケアプランを作成

● 医療依存（人工透析・胃ろう・在宅酸素・認知症など）があっても、
  施設スタッフ（医師・看護師・介護士ほか）や、病院がサポート
● 病院が併設されているため、
  予防接種・定期通院・人工透析・健康診断などが便利
● 専属のケアマネジャーが一人ひとりに合ったケアプランを作成
● 介護スタッフが24時間365日に
  わたって真心のサービスを提供
● 自立の方も、楽しめるイベント
  （演奏会など）を開催 トイザらス

小山長池トンネル南コストコ バーミヤン

介
護
老
人
保
健
施
設

ふ
れ
あ
い
の
町
田

薬局

P

ふれあい
町田ホスピタル

ココ
リハビリ
テーション
センター「多摩境通り」の信号

「小山長池トンネル南」近く
京王「多摩境駅」「南大沢駅」または
JR「相模原駅」（日祝除く）から乗車

無料シャトルバス 車

20名〈11/11㊍まで・申込順〉
60,000円（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

募集定員

受講料

 介護福祉士

０４６７ｰ８４ｰ5９６６
０４６７ｰ８４ｰ0576

国家試験対策講座
　　　 １２月開講予定！！［全２日間］

FAX 

ＴＥＬ 

メール fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

申込み・問合せ

11月18日（木）～３月17日（木）
2021年 2022年

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階「演習室」
（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）スクーリングは期間中に計１７日間

　　〈週１回ペース〉

就職時キャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特典

会場

茅ヶ崎市南湖1-6-11茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内 
学校法人湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

〒253‐
0061

11月生
大募集!

　

○
…
大
和
市
南
林
間
の
救
急
病

院
で
あ
っ
た
大
和
成
和
病
院
が
、

25
年
前
に
「
心
臓
血
管
外
科
」
を

開
設
す
る
の
と
同
時
に
着
任
し
ま

し
た
。
当
時
、
県
内
で
あ
ま
り
実

施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
僧
帽
弁
形

成
術
（
弁
膜
症
の
手
術
）
を
初
め

て
導
入
し
、
心
臓
血
管
外
科
部
長

と
し
て
年
間
60
件
以
上
の
本
手
術

を
執
刀
し
て
き
ま
し
た
。「
高
度
で

新
し
い
治
療
を
行
な
う
に
は
、
実

績
の
あ
る
施
設
と
し
て
認
可
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
院
は
弁

膜
症
だ
け
で
は
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ

成
功
実
績
を
積
み
重
ね
、
時
代
に

沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
技
術
を

導
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
近
年
、
低
侵
襲
（
体
に
負
担

が
少
な
い
）
で
行
な
う
治
療
の
幅

が
広
が
り
、
胸
骨
を
切
ら
ず
小
さ

な
開
胸
で
心
臓
手
術
を
行
な
う
方

法
や
、
人
工
心
肺
を
使
用
し
な
い
、

も
し
く
は
短
時
間
に
留
め
る
方
法

の
ほ
か
、
手
足
の
血
管
か
ら
カ
テ
ー

テ
ル
を
通
し
て
心
臓
を
治
療
す
る

方
法
な
ど
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
を
た
だ
実
施
で
き
る
病
院

と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
常

に
最
適
な
治
療
を
、
安
全
・
確
実

に
提
供
し
、
治
療
後
も
長
く
患
者

さ
ま
に
寄
り
添
っ
て
い
く
施
設
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
合
併
症

を
防
ぎ
、
安
全
な
医
療
を
実
践
す

る
た
め
に
は
、医
師
だ
け
で
は
な
く
、

各
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
る
看
護

師
、
放
射
線
技
師
、
臨
床
工
学
技

士
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
ら
が
、

全
て
は
患
者
さ
ま
の
た
め
と
い
う

共
通
認
識
を
も
っ
て
、
連
動
し
て
い

る
こ
と
が
大
前
提
に
あ
り
ま
す
」。

　

○
…
横
浜
市
戸
塚
に
生
ま
れ
、
東

京
で
育
ち
、北
里
大
学
医
学
部
に
進

学
。主
に
小
児
の
心
臓
病
を
扱
う
医

師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。30

代
で
成
人
心
臓
病
を
メ
イ
ン
と
し
、

現
在
も
院
長
で
あ
り
な
が
ら
、
週
３

日
の
外
来
や
、手
術
現
場
で
励
ん
で

い
ま
す
。「
後
進
の
指
導
や
病
院
運

営
を
考
え
、各
現
場
の
統
括
医
師
と

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
会
議
）
を
重
ね

て
い
ま
す
。『
エ
ン
ジ
ン
』
と
も
い
う

べ
き
心
臓
の
治
療
は
、
患
者
さ
ま
や

ご
家
族
に
と
っ
て
不
安
が
つ
き
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。よ
く
お
話
を
聞
き
、

そ
の
場
で
適
切
な
内
容
を
お
応
え
す

る
こ
と
も
医
師
の
大
事
な
使
命
で
す

の
で
、こ
れ
か
ら
も
研
鑽
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
」と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

  

弁
膜
症
の
形
成
手
術
を
初
導
入

　 

　  

草
創
期
か
ら
の“
パ
イ
オ
ニ
ア
”

倉田 篤 医師
 （くらた あつし）　　　　

大和成和病院 院長
【心臓血管外科】

運
動
が
も
た
ら
す
心
臓・血
管
へ
の
良
い
効
果

大
和
成
和
病
院 

倉
田 

篤 

院
長

　

循
環
器
専
門
の
「
大
和
成
和
病
院
」
で
院
長
を
務
め
る
心
臓
血
管
外
科
・
倉
田

篤
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
に
、
心
血
管
系
と
運
動
の
関
係
に

つ
い
て
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　
―
―
―
適
度
な
運
動
は
心
臓
に

良
い
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と

を
、
以
前
か
ら
お
聞
き
し
て
い
ま

す
が
、
ど
う
し
て
で
す
か
？

　
（
倉
田
院
長
・
以
下
同
）「
規
則

正
し
い
運
動
を
行
な
う
こ
と
は
、

れ
だ
け
の
運
動
に
耐
え
得
る
か

を
、
正
確
に
調
べ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」

　
―
―
―
自
分
に
適
切
な
運
動
量

が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

　
「
そ
う
で
す
。
そ
し
て
運
動
内

容
で
す
が
、
一
般
的
な
運
動
療
法

と
し
て
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
サ

イ
ク
リ
ン
グ
・
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど

の
有
酸
素
運
動
に
、
軽
い
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
効
果
的
で
す
」

　
―
―
―
頻
度
は
ど
の
く
ら
い
が

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

動
脈
硬
化
の
予
防
に
役
立
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

継
続
的
な
運
動
は
、
体
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
生
じ
さ
せ
、

適
正
に
行
な
え
ば
、健
康
の
維
持
・

体
力
の
向
上
・
病
気
の
予
防
と
い

う
多
く
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
心
臓
病
を
お
も
ち
の
方

に
お
い
て
は
、
継
続
的
に
行
な
う

こ
と
で
、
運
動
能
力
が
増
し
て
症

状
が
出
に
く
く
な
り
、
冠
動
脈
疾

患
の
再
発
防
止
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

運
動
を
行
な
う
こ
と
に
よ
る
心

血
管
系
へ
の
効
果
は
明
ら
か
で
、

一
日
中
、
座
り
仕
事
ば
か
り
し
て

い
る
こ
と
は
、
虚
血
性
心
疾
患
の

発
症
リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
」

　
―
―
―
で
は
、
運
動
を
続
け
る

こ
と
が
、
健
康
に
つ
な
が
る
の
で

す
ね
。

　
「
は
い
。
し
か
し
、
運
動
を
始

め
る
前
に
、
ま
ず
ご
自
身
が
、
そ

も
そ
も
運
動
で
き
る
状
態
か
を
主

治
医
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

心
臓
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

は
、
専
門
病
院
で
『
心
肺
運
動
負

荷
試
験
』
を
受
け
て
、
心
臓
が
ど

　
「
こ
れ
も
一
般
的
な
頻
度
に
な

り
ま
す
が
、
週
に
３
〜
５
日
、
１

日
20
〜
60
分
を
目
安
に
考
え
て
い

た
だ
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

運
動
中
に
軽
い
会
話
が
で
き
、

多
少
、
息
が
は
ず
み
、
少
し
汗
ば

む
程
度
の
運
動
量
を
意
識
す
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
」

　
―
―
―
昨
年
よ
り
、
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
以
前
に

比
べ
て
全
体
的
に
運
動
の
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
心

配
で
す
ね
。

　
「
診
察
等
の
際
に
、
患
者
さ
ま

か
ら
自
宅
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
ら

れ
る
様
子
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ま
は
、

足
の
む
く
み
や
息
切
れ
、め
ま
い
、

動
悸
な
ど
の
症
状
を
う
っ
た
え
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

感
染
を
防
ぐ
こ
と
は
大
切
で
す

が
、
天
気
が
良
い
日
に
は
、
感
染

対
策
を
講
じ
た
上
で
、
自
分
に

合
っ
た
運
動
を
、
心
血
管
系
の
健

康
の
た
め
に
、
実
践
し
て
み
て
は

「
お
気
軽
に
ご
相
談
を
」と
話
す
倉
田
院
長

い
か
が
で
し
ょ
う
か
」。

　
―
―
―
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

心
臓
や
血
管
に
関
す
る
循
環
器

専
門
病
院
「
大
和
成
和
病
院
」
で

は
、
診
察
の
ほ
か
、
医
療
相
談
や

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
な
ど
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
同
院
へ
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

南
林
間
駅
ま
た
は
鶴
間
駅
か
ら
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
り

鶴
間
駅

南
林
間
駅

南林間入口
厚木街道

イオンモールイオンモール

大和西高 南林間中
南林間小

十一条通り
十条通り〒

大和成和病院
シャトルバス

★

★

2



神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

学部（入試事務室）学部（入試事務室）

☎045-821-0115 ☎045-821-0115 
大学院・専攻科大学院・専攻科

☎045-821-0111 

※こちらに掲載しているのは、直近の入試日程です。
　今年度の各入試日程などは、本学ホームページで詳細をご覧ください。

看護学科

医療薬学科

リハビリ
テーション学科

基礎学力・
面接

保健医療学部

保健医療学部

薬学部 基礎学力・
小論文・面接

学校推薦型選抜Ⅰ期

11月14日（日）

・学校推薦型選抜
・２年次編入

11月13日（土）

学校推薦型選抜Ⅱ期

12月12日（日）

試験日

140名

130名

40名
理学療法学専攻

40名
作業療法学専攻

入学定員試験科目

湘南医療大学の特長
私たちは、学生一人ひとりの「夢」の実現の支援を
大切にしています。薬学部と保健医療学部では、国家試験に
合格できるように、そして医療人として成長していくために、
経験豊かな教員がきめ細やかな教育を行なっています。

「健康増進・予防領域」「心身機能回復領域」
「助産学領域」における
高度専門職業人として活躍できる
人材を育成します。

大学院

保健医療学研究科

書類審査・学力試験・面接
　　　　　　  [ 英語・専門科目㊟ ]

㊟専門科目は一般選抜のみ

・学校推薦型選抜
・一般選抜
・社会人特別選抜

12月12日（日）

試験日・科目

（         ）
12名
４名
助産学領域

健康増進・予防領域
心身機能回復領域
助産学領域

入学定員

「保健師国家試験」または「助産師国家試験」
の受験資格が１年間で取得可能。
同一専攻科内に２つの養成課程を
備え、「チーム医療」を意識付けます。

専攻科

   学力試験・面接
[看護学一般・専門基礎・小論文 ]

一般選抜

11月13日（土）

試験日・科目 入学定員

20名
公衆衛生看護学専攻

15名
助産学専攻

＊

＊指定申請中

東戸塚キャンパス東戸塚キャンパス 横浜山手キャンパス薬学部新校舎通学キャンパス
現在の東戸塚キャンパスに新築の薬学部校舎や、新キャンパスとして
「横浜山手キャンパス」がオープンします（2022年度予定）。

2022年度
学部学部 大学院、専攻科大学院、専攻科

薬学 /看護 /リハビリ 保健師 /助産師

＊

入
所
・
通
所
ど
ち
ら
で
も

医
療
サ
ポ
ー
ト
万
全
な
環
境
下
で
の
リ
ハ
ビ
リ

介
護
老
人
保
健
施
設  

ふ
れ
あ
い
の
町
田

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ

身
体
機
能
の
訓
練
に
特
化
！「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
」

メ
ニ
ュ
ー
を
組
ん
で
お
り
ま
す
」

医
療
連
携
で
万
全
体
制
を

　
「
そ
し
て
、『
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
』
で
は
、
同
じ
よ
う

に
本
格
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
加

え
、
敷
地
内
に
地
域
病
院
『
ふ
れ

あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
』
が
あ
る

の
で
、
急
変
時
な
ど
を
考
え
た
場

合
も
ご
安
心
い
た
だ
け
る
環
境
で

す
。
昨
今
の
感
染
症
対
策
に
関
し

て
も
、
同
院
と
の
連
携
に
よ
る
対

策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、『
居
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
』『
訪
問
看
護
』『
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
と
の
連
携

体
制
が
あ
り
、
医
療
と
介
護
の

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
が
可
能
で
す
。

　

見
学
や
ご
相
談
は
、当
施
設『
ふ

れ
あ
い
の
町
田
』
へ
ど
う
ぞ
。
お

電
話
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

当
者
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

日
常
生
活
に
不
安
を
な
く
す

　
「
当
施
設
に
入
所
さ
れ
た
方
に

対
し
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）

を
回
復
さ
せ
て
か
ら
、
安
心
し
て

ご
自
宅
に
戻
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
医
師

の
ほ
か
、
専
門
知
識
を
も
つ
看
護

師
や
介
護
福
祉
士
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士

な
ど
が
常
駐
し
て
い
る
の
で
、
入

所
者
さ
ま
に
対
し
、
日
常
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
食
事
は
管
理
栄

養
士
が
、
入
所
者
さ
ま
ご
と
に
必

要
な
栄
養
や
食
事
形
態
を
考
え
た

　

町
田
市
小
山
ヶ
丘
に
あ
る
介
護

老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
町

田
」
で
は
、
施
設
に
寝
泊
ま
り
し

て
、
丸
一
日
の
行
動
の
サ
ポ
ー
ト

や
訓
練
を
受
け
る
「
入
所
」
だ
け

で
な
く
、普
段
は
自
宅
で
過
ご
し
、

定
期
的
に
日
中
、
施
設
に
通
っ
て

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る

「
通
所
」
も
あ
り
ま
す
。
施
設
担

　
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
と
は
、

病
院
で
急
性
期
治
療
を
終
え
て
病

状
が
安
定
し
た
も
の
の
、
自
宅
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
難

し
い
人
に
対
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
日
常
生
活
動
作
の

訓
練
を
行
な
う
専
門
施
設
で
す
。

昼
夜
通
し
た
支
援
か
定
期
通
所
で

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
で
は
、
入
所
者
ま
た
は
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
施
設
見
学
が
可
能
な
の
で
、

興
味
が
あ
る
人
は
、
お
電
話
で
申
し
込
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

を
利
用
対
象
者
と
し
て
お
り
、
介

護
保
険
を
使
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
時
間
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
普
段

の
生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
希
望

に
よ
っ
て
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
管
理

栄
養
士
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
昼
食
を
サ
ー
ビ
ス
に
含
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

見
学
が
決
め
手
に

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
施
設
は
、
地
域
に
複
数
あ
り

ま
す
が
、
ど
こ
に
通
う
か
を
決
め

る
際
に
は
、
実
際
に
見
学
し
、
施

設
の
印
象
や
リ
ハ
ビ
リ
内
容
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
の
維
持
・

向
上
に
効
果
的
で
あ
り
、
け
が
や

病
気
な
ど
に
よ
っ
て
体
に
不
自
由

な
部
位
を
抱
え
て
い
な
く
て
も
、

そ
の
効
果
は
期
待
で
き
ま
す
。
健

康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
の

で
、
高
齢
に
な
っ
て
も
楽
し
い
生

活
を
送
り
続
け
る
た
め
に
は
、
大

事
な
習
慣
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。楽

し
い
時
間
と
な
る
た
め
に

　

一
般
的
な
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
要
支
援
・

要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

通
い
で
受
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、「
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
最
大

の
特
徴
は
、
そ
の
名
の
通
り
、「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
充
実
で

す
。
多
く
の
施
設
で
は
、
国
家
資

格
を
も
つ
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
（
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
）
が
、
専
属

職
員
と
し
て
担
当
し
て
い
ま
す
。

療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果

　

週
に
数
回
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
な
う
こ
と
は
、
Ａ
Ｄ

　

脳
卒
中
の
後
遺
症
を
抱
え
て
い

た
り
、
加
齢
に
よ
っ
て
身
体
機
能

が
衰
え
て
い
る
人
が
、
日
中
の
数

時
間
だ
け
、
自
宅
か
ら
施
設
に

通
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
や
機
能
向
上

の
た
め
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、「
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」で
す
。「
デ
イ
ケ
ア
」

通所リハビリテーション

広い敷地のため、屋外での訓練が可能

東京都町田市小山ヶ丘1-３-７
☎042-798-2001

ふれあいの町田

小山長池
トンネル南

コストコエネオス

バーミヤン

小山
町田街道町田街道

施設前広場での歩行訓練
3



オンライン視聴もできます！お申込みを

会場周辺の地図→

会場参加またはオンライン視聴が
できます。
会場への参加は
事前予約の上、
ご入場ください。
注：人数制限を設けています。

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ４ｰ16

お問合せ・ご予約

　日本人の寿命において、「平均寿命」は延
びています。しかし、生活行為等を自立して
行なうことができる「健康寿命」は短く、７０代
前半という状況です。一日一日をできる限り健
康に、長く生活していくために大切なことを、リ
ハビリテーションの観点からお話しいたします。

健康寿命とリハビリ～長く自立した生活をするために～

参加無料参加無料
医学講座

会場：綾瀬厚生病院 産婦人科棟４階 多目的室

オンラインで
自宅視聴も！

11月25日（木）
15：00~16：00

日 時 講 師　　　 綾瀬厚生病院
渡辺 武宏
　　　　理学療法士

オンラインの視聴方法はHPで確認を

◀過去の医学講座の一部は
　こちらでご覧いただけます

インターネット接続で
視聴する講座です。
視聴方法＊は必ず
事前確認をお願いいたします。

＊当院ホームページ
を参照、

または電話で
お問合せを。

ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1ｰ３ｰ8

お問合せ

　普段は意識していなくても、手指にしび
れや痛みが起きると、とても不便な生活に
変わっていきます。これには、我慢せずに整
形外科医に診てもらうことが大切です。手
指の症状における外来受診の重要性を、
手の治療の専門の医師が説明します。

外来受診の活用 ～手指のしびれ、痛みについて～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

11月26日（金）13：00～14：00日 時

講 師
ふれあい町田ホスピタル
           整形外科部長 　小竹森 一浩 医師

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

健康生活お役立ち新聞
記者・編集
未経験ＯＫ！意欲重視

応募〆切／11月15日㈪

◇長期勤続によるキャリア形成
   のため、若年者等を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、
         医療費補助制度 ほか

募集職種

正社員募集

透
析
中
で
も
日
常
生
活
を
楽
し
む
コ
ツ
を

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
入
院
中
も
透
析
可
能

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
親
身
に
透
析
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

綾
瀬
厚
生
病
院

一
人
お
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
丁

寧
な
対
応
を
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
ご
質
問
な
ど
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。

■
綾
瀬
厚
生
病
院
（
取
材
協
力
）

☎
０
４
６
７・７
７・５
１
１
１

綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４
の
16

患
者
さ
ま
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

態
の
方
が
、
入
院
を
し
て
、
透
析

治
療
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
当
院
に
は
、
内
科
、
外
科
、

整
形
外
科
な
ど
が
あ
り
、
一
般
病

棟
の
他
に
『
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
』
や
『
療
養
病

棟
』が
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

対
象
の
治
療
に
専
念
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
透
析
治
療
を
続
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
当
院
で
は
、
通
院
で
の

透
析
治
療
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
祝
日
を
含
め
た
月
～
土
曜
日

に
通
院
透
析
が
で
き
ま
す
。
無
料

の
送
迎
（
車
椅
子
対
応
）
も
あ
り

ま
す
の
で
、
対
象
地
域
は
当
院
へ

お
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

人
工
透
析
治
療
は
、
長
く
お
付

き
合
い
し
て
い
く
も
の
で
す
の

で
、
当
院
で
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
、
ご
家
族
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
お

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
「
透
析
セ
ン

タ
ー
」
に
は
、
担
当
医
で
あ
る
石

代
欣
一
郎
院
長
、林
一
郎
医
師
や
、

看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど
専

門
性
を
も
つ
透
析
ス
タ
ッ
フ
が
在

籍
し
、
週
３
回
、
３
～
４
時
間
の

人
工
透
析
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
者
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

無
料
送
迎
・
各
種
病
棟
へ
入
院
も

　
（
石
代
院
長
）「
当
院
の
『
透
析

セ
ン
タ
ー
』
に
は
、
病
気
や
け
が

を
さ
れ
た
透
析
患
者
さ
ま
、
自
宅

で
の
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
透
析

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、
２
０
１
７
年
か
ら
「
透

析
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
通
院
・
入

院
の
ど
ち
ら
の
透
析
治
療
も
可
能
で
す
。

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
内
容
に
、

常
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
食
事
は
必
須
で
あ
り
、「
カ
リ

ウ
ム
」「
リ
ン
」
が
含
ま
れ
る
食

品
は
、
除
去
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
ま
す
。
生
の
状
態

で
は
な
く
、
茹
で
て
除
去
調
理
を

施
す
「
透
析
食
」
な
ど
も
あ
る
の

で
、
透
析
施
設
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

得
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

持
す
る
た
め
の
治
療
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、「
人
工

透
析
治
療
」
で
す
。
こ
れ
は
、
週

３
回
程
度
、
人
工
の
腎
臓
を
使
っ

て
、
体
内
の
水
分
と
毒
素
を
体
外

に
出
す
方
法
で
す
。

不
安
は
透
析
ス
タ
ッ
フ
へ

　

人
工
透
析
治
療
が
必
要
な
病
状

で
は
、
毒
素
を
体
外
に
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
な
の
で
、
食
事

　

体
の
臓
器
の
「
腎
臓
」
は
、
体

内
の
老
廃
物
を
尿
と
し
て
体
外
に

排
泄
す
る
機
能
を
も
ち
、
24
時
間

働
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
腎
臓
が
病
気
に
な
り
、

機
能
し
な
く
な
る
と
、
生
命
を
維石代院長（前中央）、林医師（左）ら透析スタッフ

毎
回
、透
析
機
器
の
確
認
や
消
毒
を
徹
底

「
何
と
な
く
」で
も
発
見
へ
！

誤
嚥
性
肺
炎
は
家
族
の
気
付
き
が
大
切

誤
嚥
性
肺
炎
は
呼
吸
器
専
門
医
の
診
察
を

重
症
化
す
る
と
社
会
復
帰
が
絶
望
的
に

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
小
林
信
之 
院
長

た
き
り
な
ど
の
患
者
さ
ま
が
、
肺

炎
を
発
症
し
た
場
合
は
、
ま
ず
誤

嚥
性
肺
炎
を
疑
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
法
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
治
療
は
、
抗
菌
薬
を
用
い

た
薬
物
療
法
が
基
本
で
す
。
呼
吸

や
全
身
の
状
態
が
不
良
な
場
合

は
、
入
院
治
療
に
な
り
ま
す
。
同

時
に
、
口
腔
ケ
ア
の
徹
底
や
嚥
下

機
能
の
評
価
、
嚥
下
訓
練
も
重
要

で
す
。
専
門
の
医
師
に
よ
る
正
し

い
治
療
を
受
け
な
い
と
、
重
症
化

し
て
社
会
復
帰
が
で
き
な
く
な
る

最
悪
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

治
療
は
、
当
院
の
よ
う
に
、
呼
吸

器
の
専
門
医
が
い
る
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

炎
を
発
症
し
ま
す
。
ま
た
、
栄
養

状
態
が
不
良
で
あ
る
こ
と
や
、
免

疫
機
能
の
低
下
な
ど
も
、
発
症
に

関
与
し
て
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
誤
嚥
性
肺
炎
か
ど
う
か
の

診
断
は
、
ど
の
よ
う
に
行
な
う
の

で
す
か
？

　

Ａ
．誤
嚥
が
明
ら
か
な
場
合
や
、

嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方

に
は
、
胸
部
Ｘ
線
写
真
で
肺
炎
像

を
確
認
す
る
こ
と
で
診
断
で
き
ま

す
。
白
血
球
の
増
加
や
炎
症
反
応

の
亢
進
も
重
要
な
所
見
で
す
。
ま

た
、
誤
嚥
に
高
リ
ス
ク
を
も
つ
寝

胃
液
な
ど
と
一
緒
に
、
口
腔
内
の

細
菌
を
誤
っ
て
気
道
に
吸
引
す
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
誤
嚥
性
肺

炎
を
誘
引
し
ま
す
。

　
Ｑ
．
嚥
下
機
能
の
障
害
や
低
下

は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
起
き
る

の
で
す
か
？

　

Ａ
．
脳
梗
塞
後
遺
症
や
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
疾
患
や
寝

た
き
り
、
ご
高
齢
の
方
に
多
く
発

生
し
ま
す
。咳
反
射
が
弱
く
な
り
、

嚥
下
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
口
腔
内
の
細
菌
が
気
道

を
通
っ
て
肺
へ
と
吸
引
さ
れ
、
肺

　

Ｑ
．「
嚥え
ん
げ下

」「
誤ご
え
ん嚥

」は
、ど
の

よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
物
を
飲
み
込
む
働
き
の
こ

と
を
「
嚥
下
機
能
」、
口
か
ら
食

道
へ
入
る
べ
き
も
の
が
、
誤
っ
て

気
道
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

「
誤
嚥
」
と
い
い
ま
す
。

　

嚥
下
機
能
に
障
害
を
抱
え
る

と
、
唾
液
や
食
べ
物
、
あ
る
い
は

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
の
治
療
に
、
嚥え
ん
げ下

や
誤ご
え
ん嚥

に

関
す
る
専
門
的
な
知
見
と
経
験
を
も
つ
呼
吸
器
の
専
門
医
師
が
担
当
し
て
行
な
っ

て
い
ま
す
。同
院
の
小
林
信
之
院
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。　　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

と
、
反
射
的
に
咳
を
し
て
（
咳
反

射
）、
気
道
か
ら
口
へ
戻
そ
う
と

し
ま
す
が
、
加
齢
に
よ
っ
て
そ
れ

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
歯
磨
き
が
不
十
分
で

あ
っ
た
り
、
飲
み
込
み
き
れ
な

か
っ
た
食
べ
か
す
な
ど
が
残
っ
て

口
の
中
が
不
衛
生
な
状
況
が
多
く

な
り
、
体
力
や
抵
抗
力
が
低
下
し

て
く
る
と
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
発
症

リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。

「
い
つ
も
と
違
う
」
は
要
注
意

　

誤
嚥
性
肺
炎
は
、
発
症
し
て
い

る
本
人
の
症
状
が
わ
か
り
に
く
い

こ
と
が
多
い
の
で
、
気
を
付
け
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。家
族
な
ど
、

周
囲
が
注
意
し
て
い
く
こ
と
を
心

掛
け
、
何
と
な
く
い
つ
も
と
違
う

様
子
だ
っ
た
り
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
医
師
に
診
て

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

肺
炎
は
、
死
に
つ
な
が
る
危
険

な
病
気
で
す
。

加
齢
に
よ
る
機
能
の
低
下

　

誤
嚥
性
肺
炎
が
高
齢
者
に
多
い

理
由
は
、
①
嚥え
ん
げ下
障
害
、
②
咳
反

射
の
働
き
の
低
下
、
③
口
の
中
の

清
潔
が
保
た
れ
て
い
な
い
、
④
体

力
や
抵
抗
力
の
低
下
、
が
主
に
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
食
物
を
う
ま

く
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
い

「
嚥
下
障
害
」
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
病
気
が
原
因
の
こ
と

も
あ
り
、
寝
た
き
り
の
人
に
多
く

起
こ
り
ま
す
。

　

飲
み
込
み
を
誤
っ
て
し
ま
う

肺
炎
」
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
タ
イ
プ
の
肺
炎
で
は
、
典
型

的
な
症
状
は
現
れ
に
く
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
次
の
よ

う
な
症
状
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。

▽
ハ
ア
ハ
ア
と
呼
吸
が
浅
く

　

速
い

▽
何
と
な
く
元
気
が
な
い

▽
体
が
だ
る
い

▽
食
欲
が
な
い　
　

    
な
ど

　

さ
ら
に
、
話
す
言
葉
や
ふ

る
ま
い
な
ど
の
意
識
に
混
乱

を
生
じ
る
「
せ
ん
妄
」
が
見

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
般
的
な
肺
炎
で
は
、
38
℃
以

上
の
発
熱
や
、
強
い
咳
の
症
状
が

起
こ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
や
重
い

持
病
を
も
つ
人
で
は
、「
誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性

　

肺
炎
の
中
で
も
高
齢
者
に
多
い
「
誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
」
は
、
発
症
し
て
い
て
も
症
状

が
わ
か
り
に
く
く
、
い
つ
も
と
違
う
様
子
に
家
族
が
気
付
き
、
発
見
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
注
意
が
大
切
で
す
。

くち 咽頭

気
道

食
道

飲
食
物

正常

誤嚥
ごえん
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